
 

             わかる授業を目指して  

羽島高校では「わかる授業」を追求するため、教員の校内研修として教科ごとの研究授業

を実施しています。今回（1/13）は数学科の研究授業でした。研究のポイントは、三角形や

四角形の重心を机上で理解するだけなく、「体感する」という点です。生徒達は求めた重心

位置に爪楊枝をさしてコマを回すことで、重心の性質を肌で感じることができていたと思

います。 

 

 

 

 

 



  


